	分野
	会計分野（財務会計Ⅰ）

	教材の
タイトル
	ＳＤＧｓとSociety5.0の理解

	教材からの学び
	１　ＳＤＧｓの17の目標を理解し、個人的な視点、企業としての視点の両面からビジネスについて創造する。
２　ＳＤＧｓとSociety5.0の共通点と相違点について理解する。
３　ＥＳＧ投資について理解し、現在、企業が行っている取組を参考にし、企業の社会的価値と長期的な両立を図るためのアイデアを創出する。
４　グループワークを実施し、まとめたＳＤＧｓの取組の情報共有を行い、課題解決に向けて主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜１時間目　講義と個人学習＞
１　ワークシートを配付し、ＳＤＧｓとSociety5.0の講義を行う。ＥＳＧ投資についてもあらかじめ触れておくとよい。（20分）
２ 【基礎学習（個人学習）１、２】を行う。（30分）

[bookmark: _Hlk206493480]＜２時間目　グループワーク・発表＞
１　上記２の基礎学習を基に【グループ意見共有】を行う。（20分）
【グループ意見共有】の２（２）及び３については全体意見共有も行うと学びが深まる。（20分）
２　振り返り評価シート（シート１またはシート２）を活用して、振り返りをする。（５分）
３　クロージング。（５分）


ティーチングノート



ＳＤＧｓとSociety5.0の理解　授業計画

■本単元の位置付け
第１章　財務会計の基礎
第３節　企業会計の役割

■本単元の目標
１時間目
・ＳＤＧｓの17の目標について理解する。
・ＳＤＧｓとSociety5.0の共通点と相違点について理解する。

２時間目
・ＳＤＧｓの17の目標を理解し、個人的な視点、企業としての視点の両面からビジネスについて創造することができる。
・ＥＳＧ投資について理解し、現在、企業が行っている取組を参考にし、企業の社会的価値と長期的な両立を図るためのアイデアを創出することができる。
・４～５人程度でグループワークを実施し、まとめたＳＤＧｓの取組の情報共有を行い、課題解決に向けて主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

■評価の規準
【Ａ】知識・技術
　・ＳＤＧｓの17の目標を理解している。
・Society5.0とＳＤＧＳの共通点・相違点、ＥＳＧ投資について説明している。

【Ｂ】思考・判断・表現
・ＳＤＧｓの目標達成のために、個人的な視点、企業としての視点の両面からビジネスについて創造している。
・ＥＳＧ投資について理解し、現在、企業が行っている取組を参考にし、企業の社会的価値と長期的な利益の両立を図るためのアイデアを創出している。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・グループや全体での意見共有時に、更によいアイデアを出そうとしている。
　・振り返りにより、今回の学習を今後に生かしていこうとしている。

■留意事項
　・調べ学習、グループワークが円滑に進むよう、適宜教員から指導・助言を行う。

■授業運営の詳細
＜１時間目＞
【授業の大枠】
・ワークシートを配付し、ＳＤＧｓとSociety5.0の講義を行う。ＥＳＧ投資についてもあらかじめ触れておくとよい。（20分）
・【基礎学習（個人学習１、２）】を行う。（30分）






※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　ＳＤＧｓとSociety5.0の講義（20分）
・ワークシートを配付する。
・世界では、貧困、気候変動、環境汚染など数多くの課題に直面しています。こうした問題を解決するために、世界の国々が共通のゴールをつくりました。それがＳＤＧｓです。　Sustainable Development Goals （持続可能な開発目標）の略称です。これは、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指すための国際的な目標として、2015年９月の国連サミットで採択されました。貧困の撲滅、飢餓の解消、健康と福祉の促進、質の高い教育の提供、ジェンダー平等の実現など、17の目標と169のターゲットから構成されています。  
・今、ＳＤＧｓについて説明しましたが、世の中にはさまざまな課題がありますね。私たちの身近な例で考えると、例えば、賞味期限が切れてしまって廃棄をしてしまう。このようなことはよくあるのではないでしょうか。この問題を解決するために「牛乳があと２日で切れますと冷蔵庫がＬＩＮＥしてくれる」という機能があれば食品ロスは減るかもしれないですね。また、高齢化社会が進み、医療機関の逼迫や膨大な医療費がかかるという問題も発生します。 ｢病院に行かなくても、自宅で体調をチェックして診断し、薬の処方箋を出してくれる仕組み」などがあれば、病院に行く回数も減ることから医療機関の逼迫は解消されそうですね。それでは今、話をしたように①皆さんの身近にある課題を挙げ、②それをどのように解消させるのかという方策を周りの生徒と３分で考えてみましょう。自由な発想で考えてみましょう。
[bookmark: _Hlk205874255]　質問について生徒に考えさせる。（３分程度）どのように考えたか、隣り合う生徒同士で意見共有する。その後、以下の話をして授業を進める。今、皆さんにも考えてもらいましたが、私たちが生きている社会ではさまざまな課題があります。このような社会的な課題の解決と経済発展を両立させるための新たな社会をSociety5.0と呼びます。
それでは今からＳＤＧｓとSociety5.0について学び、それぞれの共通点と相違点について理解しましょう。

ＳＤＧｓの講義
　・ワークシートのＳＤＧｓに関する説明や出典、YouTubeでの動画を活用してＳＤＧｓについて学習する。YouTube動画等についてはあくまでも一例であるので、各学校や教員の裁量で授業を展開する。

	　参考YouTube
　　・https://www.youtube.com/watch?v=UoCaAKgFk64　
　　　ＳＤＧｓって何だろう？　国連ＷＦＰ

　Society5.0の講義
　・ワークシートのSociety5.0に関する説明や出典、YouTube での動画を活用してSociety5.0 について学習する。こちらも YouTube 動画等についてもあくまでも一例であるので、各学校や教員の裁量で授業を展開する。 Society5.0 という言葉から説明するよりも、「私たちの生活がどう変わるか」という身近なイメージから入る。
　　参考YouTube
　　・https://www.youtube.com/watch?v=NpK08gtYihw
　　　動画でわかるSociety5.0　令和３年版科学技術・イノベーション白書　文部科学省

　ＥＳＧ投資の講義
・今までＳＤＧｓとSociety5.0について学びましたが、その達成を後押しするために世界の投資家は企業の地球環境に対する対策や法令順守の取組などを評価し、それに対してしっかりと取り組んでいる企業に投資をしようとしています。そのことをＥＳＧ投資と言います。
ＥＳＧ投資とは、企業を評価するときに財務的な利益だけでなく、環境（Environment）・社会（Social）・企業統治（Governance）の３つの視点も重視して行う投資のことです。 近年、世界的にＥＳＧを重視する投資家が増えており、日本でも上場企業の多くがＥＳＧ情報を公開しています。また、ＳＤＧｓとの関連も強く企業の長期的な価値向上やリスク管理につながります。
・こちらについても以下のYouTube動画を参考に理解させ、グループワークなどで学びを深める。
　 参考YouTube
　　・https://www.youtube.com/watch?v=pELJMuytLdg　
【解説動画】いま企業として求められるＥＳＧ投資　ＧＭＯサイン

[bookmark: _Hlk205875240]２　グループ意見共有に向けた基礎学習（個人学習①②）の指示（30分）
・２時間目のグループ意見共有に向けて、基礎学習を事前に学習するように生徒へ指示をする。基礎学習（個人学習①②）は２時間目までに回収し、評価をつける。
　 （評価については振り返り評価シート（シート１またはシート２）の「知識・技術」、「思考・判断・表現」について意見共有を行う前に評価しておく）







＜２時間目＞
【授業の大枠】



＜グループワーク・発表＞
・２の基礎学習を基に【グループ意見共有】を行う。（20分）
・【グループ意見共有】２（２）及び３については全体共有を行うと学びが深まる。（20分）
・振り返り評価シート（シート１、シート２）を活用して、振り返りをする。（５分）
・クロージング。（５分）
※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　議論を始める前に（２分）
心理的安全性の確保
・それでは今から意見共有を行いますが、皆さんから多くの意見があればあるほど、この授業の理解が深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で、自分の意見を付け加えて表現できるとよいでしょう。よろしくお願いします。

＜グループ意見共有＞
２　Society5.0とＳＤＧＳの共通点と相違点（10分）
Society5.0とＳＤＧｓの共通点と相違点
・Society5.0とＳＤＧｓは、どちらも 「よりよい未来の社会をつくる」という目的をもって 
います。共通点はどちらも「持続可能な社会」を目指し、社会課題解決を重視します。相違点として、Society5.0は、｢日本が目指す未来社会の姿｣ であり、手段（特に先端技術）に重点を置いています。また、ＳＤＧｓは地球規模の課題解決を目指す国際社会共通の目標であり、ＳＤＧｓは目標（17のゴール）に重点を置いています。
設問１の議論
・基礎学習で調べたSociety5.0とＳＤＧｓとの共通点と相違点について意見共有をしましょう。10分グループ意見共有を行う（４～６名くらいのグループ）。

３　ＥＳＧ投資について企業の取り組みとアイデア（８分）
設問２（１）（２）の議論
・ＥＳＧ投資とは、環境 （Environment）・社会 （Social）・企業統治 （Governance）の三つの視点を重視して行う投資のことです。ＳＤＧｓと連携し、企業の環境保護や社会貢献、透明な経営を重視します。会計的側面では、ＥＳＧ要素を考慮した財務分析が求められます。ＥＳＧ投資によって、社会的価値と長期的な利益の両立を図るために、現在、多くの企業がその活動を行い、長期的な利益を得ようとしています。実際、今企業が行っている取組について意見共有しましょう。また、企業はどのような活動を行ったら、長期的な利益を得ることができますか。みなさんのアイデアを発表してください。

	＜グループ意見共有＞
４　ＳＤＧｓの目標を達成させるために（20分）
設問３
・ＳＤＧｓの目標を達成させるために、（１）企業として（２）あなた個人として（３）会計的側面として、どのような視点でビジネスを行っていけばよいと思いますか。ＳＤＧｓの視点も含め、意見共有しましょう。
・数多くの意見を出すことを重要視する。

＜全体意見共有＞
・発言内容についてはできる限り板書する。発言内容を教員が簡潔に繰り返しリピートする。それにより全員の理解が深まる（特に声の小さい生徒の発言の後は必ずその発言内容をリピートする）。
設問２（２）
・それでは、これから全体意見共有を行いたいと思います。設問２（２）について、みなさんのアイデアを発表してください。
設問３
・設問３についてＳＤＧｓの視点も含め、発表してください。

５　振り返り（５分）
・振り返り評価シート（シート１またはシート２）を配付し、記入させる。グループで共有するとよい。振り返りは学びの定着・課題の発見・自己評価につながるため必ず行う。
・振り返り評価シート（シート１またはシート２）を回収し、評価をつける。

６　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　本教材の作者は以下のように毎回この授業をクロージングしています。もしよろしければ参考にしてください（クロージングの方法はこの限りではありません）。
・世界が目指す17の目標  ｢ＳＤＧｓ｣ と、日本が描く未来社会の姿 「Society5.0」 について学びました。ＳＤＧｓは何を目指すのか（目標）を示し、 Society5.0 はどうやって実現するのか（手段）を示しています。両方を組み合わせることで、持続可能で便利で、人に優しい未来をつくることができます。これらは国や企業だけの話ではありません。毎日の生活の中での選択、買い物、移動、学び、働き方が未来をつくる一歩になります。みなさん一人一人が、ＳＤＧｓの 「ゴール」とSociety5.0の「手段」を意識すれば、その一歩は必ず大きな変化につながります。
・探究活動や日常生活の中でＳＤＧｓのどの目標に興味があるか、その課題を Society5.0 の 
技術やアイデアでどう解決できるかを考え、実際に試してみてください。未来は待つものではなく、つくるものです。「目標（ＳＤＧｓ）」と「手段（Society5.0 ）」を知った今、未来 
をつくるのは、まさにここにいる私たち一人一人です。今日から一歩を踏み出しましょう。
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